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■重要施策     

①  安全・安心の確保                 4,701,494 千円 (2,054,854 千円) 

安全を最優先とする組織風土をより高めるため、運輸安全マネジメントのスパイラルア

ップを図るとともに、教育訓練の充実などによる安全スキルの向上や、施設・車両などの安

全性確保、様々な自然災害やテロ対策の強化等に取り組んだ。 

また、安全・安心の取組みに関する情報を積極的に発信した。 

 

ア 施設、車両などの安全性の確保          4,583,214 千円 (1,974,855 千円) 

トンネルなどの土木構造物について、長期的な補修計画に基づき補修工事を実施するとと

もに、経年劣化した駅の内外装を計画的に改修し、施設等の安全性の確保に取り組んだ。 

車両については、３０００系車両の列車制御装置の更新等を行い、安全性や快適性を向上

させるとともに、運用開始から約４０年が経過した１０００Ｎ系車両更新のため、新造車両

の製作を推進した。 

 

イ 災害対策の強化                   57,876 千円   (41,854 千円) 

局地的な集中豪雨等による浸水に備え、駅施設の浸水対策を強化するため、駅出入口の経年劣

化した止水板の改良を実施した。 
 

ウ 防犯対策の強化                   60,404 千円  (38,145 千円) 

全車両にリアルタイム監視機能付き防犯カメラを計画的に設置するとともに、博多駅構内にお

いて、画像解析ＡＩと防犯カメラを活用した実証実験を実施した。 
また、警備員による巡回警備を強化するなど、効果的な防犯対策に取り組んだ。 

  

( )内は前年度決算額 

トンネル部の断面補修 ［参考］夜間工事（分岐器更新工事） 

駅内外装改修 

改修前 改修後 
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(単位：千円) 

事業名 
最終予算額 

A 

決算額 

B 

翌年度 

繰越額 

C 

不用額 

A-（B+C） 
備考 

ア 施設、車両などの 

安全性の確保 
4,888,653 4,583,214 167,486 137,953 

 

 
土木構造物補修工事 218,318 214,811 - 3,507 トンネル断面修復 等 

駅内外装改修 234,319 220,169 - 14,150 
中洲川端駅・室見駅内

外装改修工事 等 

３０００系車両列車制

御装置更新 
370,414 364,870 - 5,544 

自動列車制御装置・自

動列車運転装置の更新 

等 

七隈線車両運転モー

ド改良 
55,990 55,990 - - 扉操作方法の改良 

１０００Ｎ系車両更新 

事業 
4,009,612 3,727,374 167,486 114,752 新造車両の製作(３編成) 

イ 災害対策の強化 112,760 57,876 54,884 -  

 浸水対策事業 112,760 57,876 54,884 - 
駅施設の浸水対策改良

工事 

ウ 防犯対策の強化 66,522 60,404 - 6,118  

 
車内防犯カメラの設置

など 
56,704 53,804 - 2,900 

リアルタイム監視機能付

きの防犯カメラの設置、

巡回警備の強化 

 
ＡＩを活用した安全対

策 
9,818 6,600 - 3,218 

画像解析ＡＩと防犯カメラを

活用した実証実験 

合計 5,067,935 4,701,494 222,370 144,071   

 

  



2025/10/02 

 

②  快適で質の高いサービスの提供           260,905 千円 (79,880 千円) 

お客様により満足いただける高品質なサービスを提供するため、スムーズな輸送サービ

スや快適・便利な環境づくりに取り組むとともに、高齢者や障がいのある人に対応したサ

ービスの提供や来街者にも使いやすい環境整備など「ユニバーサル都市・福岡」にふさわ

しい地下鉄に向けた取組みを推進した。 

 

ア 誰もが使いやすい環境づくり            227,507 千円 (20,069 千円) 

多くのお客様が利用する福岡空港駅において、移動円滑化を推進するため、エレベータ

ーの増設に取り組んだ。 
また、高齢者や障がいをお持ちの方など誰もが安心で快適にご利用いただけるよう、案

内サインの改良を実施するとともに、妊娠中の方や子ども連れの方が利用しやすいよう車

内の優先席・スペースの改修に取り組んだ。 
さらに、福岡市を訪れる国内外からのお客様の利便性向上を図るため、外国語対応が可

能な地下鉄駅コンシェルジュを博多駅に継続配置するとともに、天神駅及び福岡空港駅に

おいても試行実施した。 
 

イ 快適・便利な環境づくり               33,398 千円  (59,811 千円) 

お客様に安心・快適にご利用いただくため、近年の平均気温の上昇やお客様からの声を踏

まえ地下駅の全館冷房化を推進するとともに、七隈線のラッシュ時の混雑緩和のための 
３０００Ａ系車両４編成の増備や乗車マナーの向上に取り組んだ。 

  

車両の優先席・スペースの改修 

認知症の人にもやさしいトイレサイン 

( )内は前年度決算額 

エレベーター優先サイン 

デジタルサイネージを活用した動画による啓発 
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 (単位：千円) 

事業名 
最終予算額 

A 

決算額 

B 

翌年度 

繰越額 

C 

不用額 

A-（B+C） 
備考 

ア 誰もが使いやすい

環境づくり 
426,447 227,507 74,467 124,473   

 

 

昇降機の増設 123,979 42,935 74,467 6,577 
福岡空港駅エレベーター設

置設計業務委託 等 

案内サインの改良 46,439 21,292 - 25,147 

エレベーター優先サイン、 

認知症の人にもやさしい 

トイレサイン設置 

車両の優先席・スペ

ースの改修 
240,316 147,723 - 92,593 優先席・スペースの改修 

観光客などの移動

円滑化 
15,713 15,557 - 156 

地下鉄駅コンシェルジュの 

配置 等 

イ 快適・便利な環境づ

くり 
49,849 33,398 5,060 11,391   

 

 

地下駅の全館冷房

化の推進 
32,790 23,905 5,060 3,825 

赤坂駅・六本松駅全館冷房

設置実施設計業務委託 

 乗車マナーの向上 17,059 9,493 - 7,566 
デジタルサイネージを活用し

た動画による啓発 等 

合計 476,296 260,905 79,527  135,864   
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③  まちづくりへの貢献               790,575 千円  (194,534 千円) 

福岡のまちの発展に貢献するため、駅周辺のまちづくりに対応した駅施設の改良や、沿

線の地域、イベント、施設などと連携した取組みを推進した。 

また、脱炭素化の推進など環境対策に関する取組みを推進した。 

 

ア 沿線まちづくりに対応した駅施設の改良など    15,682 千円    （－千円） 

博多駅筑紫口において、駅リニューアル事業として、新たな店舗区画を創出し、お客様に

とって利便性の高い店舗の誘致を図った。 
 

イ 環境対策に関する取組み             774,893 千円  （194,534 千円） 

省エネのため、駅出入口の地下鉄の表示（Ｆマーク灯）及び駅構内の電照広告のＬＥＤ

化を計画的に実施し、使用する電力の削減に取り組んだ。 
また、脱炭素化を推進するため、地下鉄用電力への再生可能エネルギー由来電力の導入

をさらに推進した。 
(単位：千円) 

事業名 
最終予算額 

A 

決算額 

B 

翌年度 

繰越額 

C 

不用額 

A-（B+C） 
備考 

ア 沿線まちづくりに 

対応した駅施設の 

改良など 

49,477 15,682 27,965 5,830  

 
博多駅筑紫口 

リニューアル事業 
49,477 15,682 27,965 5,830 利便施設改良工事 

イ 環境対策に関する

取組み 
819,063 774,893 - 44,170  

 駅照明等のＬＥＤ化 64,872 56,449 - 8,423 
Ｆマーク灯・電照広告の

LED 化 等 

 

再生可能エネルギ

ー由来電力の利用

推進 

754,191 

(52,926) 

718,444 

(50,417) 
- 

35,747 

(2,509) 

地下鉄用電力の再エネ由

来電力導入割合の拡大 

（括弧内は電気料金のうち

再エネ指定に要する費用） 

合計 868,540 790,575 27,965 50,000   

 

  

( )内は前年度決算額 

博多駅筑紫口リニューアル事業 

（店舗区画創出） 
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④  収益の確保                     210,362 千円(30,088 千円) 

収益力を強化するため、マーケティングに基づく戦略的な営業施策の推進や広告・駅ナ

カ事業収入の確保に取り組んだ。 

また、経営環境等の変化に対応するため、平成３１年２月に策定した「福岡市地下鉄経営

戦略」を１２年間の基本計画である「長期ビジョン」と４年毎に見直す実施計画の「中期経

営計画」に再構築した。 

 

ア 戦略的な営業施策の推進               210,362 千円(30,088 千円) 

お客様の地下鉄利用を促進するため、クレジットカードの非接触決済機能を活用した乗

車サービスを本格導入するとともに、集客施設等と連携したタイアップイベントの実施や

沿線エリアの魅力発信など戦略的な営業施策に取り組んだ。  
 

 (単位：千円) 

事業名 
最終予算額 

A 

決算額 

B 

翌年度 

繰越額 

C 

不用額 

A-（B+C） 
備考 

ア 戦略的な営業施策の

推進 
223,548 210,362 - 13,186   

 
キャッシュレス決済 

手段の拡充 
195,685 188,939 - 6,746 

タッチ決済乗車サービスの 

本格導入 

 
マーケティングに 

基づく営業戦略 
27,863 21,423 - 6,440 

マーケティングに基づいた 

戦略的な営業施策 等 

合計 223,548 210,362 - 13,186   

 

( )内は前年度決算額 

マーケティングに基づく営業戦略 

＜タッチ決済対応改札機＞ ＜沿線エリアの魅力発信＞ 


